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研究成果の概要（和文）：組織の創造性とイノベーションにおいて研究開発人材が果たす重要な役割を考える
と、彼らの長期的なパフォーマンスとキャリア成功の決定要因を理解することは重要な研究テーマである。この
研究はイノベーションプロセスを社会政治的視点からとらえ、研究開発人材の政治スキルの役割と影響力に焦点
を当てる。特に政治スキルの職務資源の獲得、およびキャリア成功との関係を調査した。この研究では、韓国の
262人のR＆D担当者からの調査データを分析した。分析結果、政治スキルのキャリア成功に対する直接効果と、
職務資源の獲得に媒介された関節効果の統計的有意性が確認できた。

研究成果の概要（英文）：Given the substantial role played by R&D personnel in organizational 
creativity and innovation, understanding the determinants of their long-term performance and career 
success is an important research theme. Based on the socio-political perspective of the innovation 
process, this study focuses on the role and influence of R&D personnel’s political skills, and 
investigates the relationship between political skills, job resources, and career successes. By 
analyzing the survey data from 262 R&D personnel in South Korea, this study examines political 
skill’s direct and positive effect on career success and the mediating effect job resources between
 two variables.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究で個人の政治スキルがキャリア成功の認識に影響を与えるという部分は述べられていたが、政治スキル
がキャリアの成功に結び付くプロセスに関する研究は少なかった。研究を通じて、研究開発人材の政治スキルが
職務資源の獲得を通じてキャリア成功に結び付くというプロセスを明らかにした点が学術的成果と言える。な
お、以前は政治スキルが職務資源の獲得に影響を与えることが確認されたことから、組織におけるイノベーショ
ンの創出に対し政治スキルのポジティブな側面を確認できた点も本研究の意義と考える。
 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（1）組織内政治は、暗闘、派閥といった否定的なイメージで捉えられることが多い。否定的イ
メージゆえのことかは定かではないが、日本では政治スキルについてあまり研究がなされてい
ない。とはいえ、組織における政治的行動は一般的なものであり、組織という場は政治を内包し
た空間である。たとえば、イノベーションの源泉を論じる際に研究開発人材のネットワークが重
要である。 
 
（2）先行研究は複雑なイノベーションプロセスにおける対人関係能力についてあまり焦点を当
てなかった。本研究では政治スキル（political skill）の因果関係における役割に注目する。
説明変数としての役割に焦点を当て、結果変数に対する直接効果と媒介変数を想定した間接効
果を分析する。 
 
２．研究の目的 
（1）政治スキルのサブ構成概念、社会的鋭敏性、ネットワークキング能力、対人影響力、仮現
誠実性の結果変数との関係性を明らかにする。 
 
（2）研究開発人材の政治スキルが職務に必要な資源獲得に与える影響を明らかにする。 
 
（3）研究開発人材の政治スキルがキャリア成功に与える直接効果と、資源獲得を通じて現れる
間接効果を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（1）研究モデルを経験的に調べるために、この研究では韓国の研究開発組織の従業員から回答
を得た 262 サンプルに対して調査を実施した。上記の研究目的で示した仮説をテストするため
に、この研究は偏最小 2乗構造方程式モデリング（PLS-SEM）を採用した。 
 
（2）変数構成は、「政治スキル」の下位構成概念（①社会的鋭敏性、②ネットワークキング能力、
③対人影響力、④仮現誠実性）を使い、変数政治スキルの複合 2次変数を構築した。「組織資源」
は社会的資源と組織的資源の設問を利用し構成した。社会的資源とは同僚や上司からのサポー
トであり、組織的資源とは承認、フィードバックなどである。「キャリア成功」は、個人の認識
に基づいた評価を利用した。自分のキャリア（職位、給与、能力など）に対する満足度合に関す
る設問を利用し構成した。 
 
４．研究成果 
（1）R＆D 担当者の政治スキルはキャリアの成功に対し、プラスの効果があると予測された。 
分析の結果、仮説は証明された（β= .383、p < .001、R2 = .160）。 
 
（2）この研究は、政治スキルが職務資源の獲得を促し、キャリア成功に至る仲介モデルを提案
した。第一段階として、政治スキルの資源獲得に対する影響が統計的に有意だった（β= .468、
p < .001、R2 = .224）。 
 
（3）仲介モデルの第 2 段階として、職務資源の獲得がキャリア成功の認識に与える影響を検討
し、有意な結果を確認した（β= .692、p < .001、R2 = .531）。なお、仲介モデルの媒介効果
（.324）有意性を確認すべく、Sobel の zスコアを確認したが、有意性を示した。 
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【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】 
 
 

 
図１ 分析結果 
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